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トンネル覆工における
中流動コンクリートの採用と効果検証
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概要

○ 実覆工コンクリートを使用して各種データを計測することで，解析値とは異なる実際の挙動が確認でき，解析結果の考察よ
り解析条件の見直しが必要となることが分かった。
○ 中流動コンクリートを採用することで，標準配合コンクリートよりも表面緻密性の高いコンクリートを構築することが可能
となった．
○ 覆工コンクリートの挙動を実測することで，不具合発生のメカニズムの解明に役立てられた．
○ 簡易的なビニールシート養生により，コンクリート表面の緻密性に改善効果が見られ，さらに中流動コンクリートの表面緻
密性が高くなることが検証された．

成果

近年，トンネル覆工コンクリートの高品質，長寿命化が求められており，より良い品質の覆工コンクリートを構築するため
に中流動コンクリートを採用した．採用にあたり，中流動コンクリートの優位性を確認するために実コンクリート内に各種計
測機器を設置してデータを集積し，解析結果との比較検証を行い解析結果の妥当性を確認した．また，覆工コンクリート施工
目地近傍に発生しやすい不具合を抑制するために，コンタクトゲージによる目地間計測を行い不具合発生のメカニズムを推定
し，その対策工を施した．さらに，養生方法の違いにより表面緻密性の良否を表面吸水試験（SWAT）により検証した．

施工

表－ 1　現場計測断面と計測機器

写真－ 1　全面ビニールシート養生

図－ 2　コンタクトゲージによる目地の開き計測

図－ 1　コンクリート有効応力（有効応力計との比較）


